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１．はじめに 
1.1 研究の背景と目的 

 現在、大学の国際化が急速に進展し、多様な留学生の 
受け入れをはじめ、国際的な学びの環境作りが求められ 
ている。中でも、混住型学生宿舎（以下，混住寮）は国

内でグローバル人材を育成する場として注目を集めてい

る文１)。2014 年度の「スーパーグローバル大学創成支援

事業（以下，SGU）」（文部科学省）においても、混住寮

の有無が採用基準に挙げられており、新設計画が増加し、

各大学は構想調書に基づく取組を推進している。 
現状の学生宿舎は、混住することを前提に計画された

ものはまだ少なく、単に物理的に混住させるだけで、教

育の観点からしっかりと計画/設計された寮はほとんど             
ない。また、学生宿舎に関する研究は、建築学分野では、 
留学生宿舎の研究が中心に行われており、留学生宿舎の

提供の現状を扱った鈴木の研究文 2)、施設と都市や地域な

ど外部との関係に着目した中摩らの研究文 3)などが挙げ  

 
 
 

られるが、混住寮に焦点をあてた研究はほとんどない。

教育学および社会学分野では、混住寮に関する研究は、 
日本人学生と留学生の人間関係構築に焦点を当てた研究

が中心で、横田・田中の研究文 4)、出口・八島の研究文 5)、

山川の研究文 6)などがある。また、国際寮が有する社会教

育的機能に着目した政宗の研究文 7)、混住寮のレジデン

ト・アシスタント（以下，RA）に着目した中村らの研究

文 8)、吉田の研究文 9)などが挙げられる。しかし、混住寮

の学びや教育的意義に焦点を当てた研究は少なく、建築

学と教育学の双方を結びつけた研究はまだ見られない。 

以上の背景を踏まえ、留学生と日本人学生が共に生

活する混住寮について、教育的効果の高い運営方法と建

築計画の手法の探求を視野に入れて、本研究では、大学

の混住寮の現状と先導的な事例を調べ、「居室と共用部

の空間構成」と「RAなどを活用した運営上の工夫」の 2

つの観点について特徴を明らかにすることを目的とする。 
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1.   研究の対象と  

本研究の は SGU採 大学 37 とし、 の中より混 

住寮の提供に 的かつ先導的な大学を な とする。 
本 においては、 に、SGU採 大学 37 を「構想 
調書」に基づ 理し、混住寮の現状の と課 の

出を行なった。 に、 の中から先導的な事例として

7 を取り上げ、 地調 および 当 の ア ング

調 を 施した。 して、調 結果と 集した に基

づいて を 理した上で、 に見られる「居室と

共用部の空間構成」の特徴を した。 に、先導的

な事例 7 の中から、特に RAの活用を 的に行ってい

る 2 を取り上げ、 ア ング調 を行って「RAなどを

活用した運営上の工夫」の特徴を 出・ 理した。 

 
． の に る混住 の  

 SGUは 成 26年に 採 が行われ、国際 の

化に取り組 大学の教育環境の 支援を目的とし、国

大学 37 が 採 された。 大学 ンキング

ト 100 を目 す大学を としたタ A（ト

型）13 と、グローバル化を する大学を とした

タ （グローバル化 型）24 より構成されてい

る。37大学の「構想調書」をまとめた は １の り

である。「構想調書」によると、混住寮の提供については、 

ほ 大学が、「混住寮の新設」、「 の宿舎の混住型

の 」、「 の混住寮の の 大」の 3つのい

れかを計画 として挙げており、 後 SGU事業の進展に

い、各 で混住寮の設 が増加すると えられる。 

また、37 の構想調書から、混住寮の取組の現状につ

いて の 3つの特徴が見られた。 に、寮によって、

混住寮に住 日本人学生と留学生の に があること

である。留学生宿舎に の日本人学生が居住している

寮から日本人学生と留学生が の で居住してい

る寮まで様 なタ が 在し、採 により「混住」

の 義に 当のバ キがあり、まだ 義が 分に

されていないことが分かった。 に、大学の によ

ら 、多様な の居室タ が られたことである。

現在、混住寮の居室タ としては、 室タ 、ルー

シ アタ 、 トタ の 3 が であるが、

特に トタ において、1 トあたりの人

に （3 8 人）があることが分かった。 に、「 後

の取組」の において、様 な教育的 能 を目 す

構想が 在し、特に RAの活用について多くの活用の方  
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が されていた。37 中 35 の大学が、混住寮の

後の取組について、留学生の 大に 居住空間の供 

とい 目的以外に、混住寮を「国際 や 文化理

を める場」、「 的な学びを育 場」、「グローバル人

材を育成する場」などと えて運営する方 であること

が されており、「教育寮」としての運営が意 されて

いることが分かった。 

 

．先導的事例の  
.1 事例 の  

本調 の先導的事例として、7 の混住寮を取り上げ

て 地調 を行った。7 の調 は 2の りであ

る。これら 7 の混住寮は、寮を単なる生活のための居

住空間としてだけではなく、RAなどを し、留学生と

の やグローバル人材の育成を目的の 1つとして運営

を行っている事例を 出した。 して、寮の視 は て

当 の 内のもとで 施した。また、 大学を く

においては、寮の視 と わせて、寮の運営上の工

夫などを中心に 当 の ア ングを 施した。 
 
  

大学  寮の  日 ア ングの有無

ア ング 間 
大学 ド ト ー  

都  
2 1 年  無 

田大学 国際学生寮 ISH 2 1 年  有 3 分 
大学 先  2 1 年 2  有 分 

国際教 大

学 
こま 寮 
さくら レ ジ 

2 1 年 2  有 分 

国際基 教

大学 
グローバル ス 
寮 

2 1 年 7  有 分 

工業大

学 
国際学生寮 2 13年  有 3 分 

アジ

ア 大

学 

AP ス  
AP ス  

2 1 年  有 分 

 
.  事例 の  

 7 の大学において、大学が 有する 11の混住寮を視

した。調 結果の は 3 注 1)注 2)の りである。加

えて、 ア ングの結果を わせて するが、 の

寮を視 した大学においては、設 年が新しい事例を取

り上げ、 の を する。 

   

１）事例調 1「ド ト ー 」（ 大学） 
 大学は 1911年に設 された に 地する国 
大学で、「教育の を国際的に するとともに、 に

の課 に する活 に た 高 準の研究・教

育 点となる」を基本理 としている。 

 本事例は 都キ ンパスから 5分程度の に

された 5 建の寮である。4人を 1つの トとし、

中 を んだ で各 は 8 ト（32人）で構成され

ている注 3) 。また、2つの トが共有して 用するバ

ル ーがあり、 こには ー ルと が設 されて

おり、8 人単 での を す 組 になっている。1

には多目的室、建物の外にはバー キ ーが 能な設

が えられている。 
 

）事例調 2「国際学生寮 ISH」」（ 田大学） 
田大学は 1920 年に設 された 都市 に 地

する 大学で、 の教育、 の研究を ードする

“ を作り上げることを目 している。 

 本事例は、グローバル ー ーを 成するためには大

学生寮が であるとの から、キ ンパスに

い場 に 地探しから行い、建設された。11 建の建物

の 2 から 11 が学生寮になっており、１ は生 学

の教育施設（「 田大学 ス ンシ ン ンター中野

」）として地域に かれた施設になっている。 

 居室は 4人を 組とした トタ で、 室と

ングで構成されている。各 トの ングは、

下 が ス りになっており、 下から ングの様

が見えるよ になっている。これにより、 ングス

ースが学生 に かれた場として設計されている。   

１つの ロアは 95 の学生が居住しており、各 ロア

には、共用のキ ン、 ングス ース、ト レ、

シ ワーなどが設けられ、 ロア単 の ーシ

ンも 進する。なお、 ロアは 専用の ロアと

専用 ロアに分かれており、 レ ーターに る場

に の キ ートが設けられている。2

部分には、多目的室だけではなく、 室や ト

スジ などの設 が えられており、寮での生活を し

ことがで るよ になっている。 

運営 では住 の ス スター、上 生の RA

などを し、寮生活を ートしている。 
  
）事例調 3「先 」（ 大学） 
大学は 1949 年に設 された 川 に 地する国

大学で、 に かれた教育 視の研究大学の づ

けを に取り組 、 さらには アジアにおけ

る の 点を目 している。 

「先 」は キ ンパスが したことにより、現

の宿舎からキ ンパスまでの が くなることを

し、 先の 間キ ンパス内に新たに設 された。 

建物は 6 で構成され、1 が 共用、2 が 宿
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舎、3 が 宿舎である。宿舎の 大 人 は 104

で、8 を 1つの トとした 2 建のシ ア

スタ が13 あり2 3 で1 の宿舎となっている。

建物が 1 ではなく分 になっていることが特徴で

ある。建物は 1 に共用 LDKと りと 3部 の 室、2

に りと 5室の 室とい 構成になっている。居住

する 8 の学生の内 は 6 が外国人留学生で、2 が

日本人学生となっており、日本人学生は留学生の生活の

や共 生活における運営を行 RA を めることが

入居 として義 けられている。また、事業 の特

徴として 間の 業の で建設され、 成後に大学に

有 を した上で、事業 が 理・運営を行な

BTO方 ー ス 入型で、事業 は大学 が支

入など（ ー ス 支 い）により事業

を する 組 となっており、 理は当 事業 が

行なっている。なお、共用 は大学が建設 を して

いる。 
 

）事例調 「さくら レ ジ」（国際教 大学） 
国際教 大学は 2004 年に設 された 田 に 地す

る 大学である。外国 の した ーシ

ン能 と かな教 、グローバルな視野を った専

を につけた のある人材を育成し、国際社会と

地域社会に することを としている。学内に 1年

生 が入居する義 寮（「こま 寮」）と、2 年生以上

が入居する 3 つの学生宿舎（「 バーシ レ

ジ」、「グローバル レ ジ」、「さくら レ ジ」）を

えており、 90 の学生が学内に居住している。 

本事例は 2013年に 工、運用が された大学で  

も新しい学生宿舎である。 れ以前の寮の居室は、１人

用または 2人用の 室タ であったが、学年が上がる

につれ、シ アよりも バシーの高い 室空間を

する もあり、 トタ として設 した。3 人

の トにはで るだけ多様な背景の学生が組 わ

さるよ に工夫されており、基本的には日本人学生 2人、

留学生 1人の組 わせになっている。 
 
）事例調 「 寮」（国際基 教大学） 
国際基 教大学は 1953 年に設 された 都市 に

地する 大学である。 ルアー ・ レ ジで

あり、 基準の「 人教育」を教学方 としている。9

つの寮の てがキ ンパス内に設 され、教育寮として

3 事例 の 1 3 4  

大学名 1. 九州大学 2. 早稲田大学 3. 金沢大学
寮の名称 ① ドミトリー3

② 伊都協奏館
国際学生寮 WISH 先魁

設置年 ① 2014年、② 2014年 2014年 2012年
事業主体 大学直営 大学直営 民間活用／BTO方式サービス購入型
所在地 福岡県福岡市 東京都中野区 石川県金沢市
場所　 ① キャンパス隣接、② キャンパス隣接 キャンパス外 キャンパス内
構造 ①鉄筋コンクリート造 5階建

②鉄筋コンクリート造 9階建
鉄筋コンクリート造 11階建
一部 鉄骨造・免震構造

軽量鉄骨造 2階建（住居棟）
鉄骨造 1階建（共用棟）

住戸タイプ ① ユニット（4人）
② 個室/ルームシェア（2人）/家族室

ユニット（4人） ユニット（8人）

部屋面積 ① 個室 7㎡ + 共用LDK 28㎡
② 個室 17㎡、シェア（2人）41㎡

個室 8.6㎡ + 共用ラウンジ等 32㎡ 個室 8.5㎡ + 共用LDK 15㎡

最大収容人数 ① 136人、② 601人 872人（257室） 104人（13ユニット）
平面プラン

外観写真

0 5 10 20 30m

N

N N
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づけられている。2017年度には新たに 2つの寮が

寮する である。 

本事例の「 寮」は 2010 年に設 された寮であり、

教 学部に在学する 1、2年生を居住 としている。3

建の寮の 1 には 、2・3 には が居住してい

る。各 には の 3年生が「 アシスタン 

ト」として居住し、寮生活を ートしている。 

「 寮」の特徴は、各 の居住空間に「 ド」と

れる 3つのまとまりのある アが設けられているこ

とである。各 ドはシ アタ 7室から構成され、

大 14 が居住し、共有のト レ、シ ワールー 、

などがある。各 には 3つの ドがシ アするキ

ンと 室、物 し場などが共用 アに設けられ

ている。1 には ンジと ーシ ルルー が設

けられており、寮生が集まる場として、 ド 寮

とい 3つの とに共用空間が設 されている。 

キ ー に し、 ードキーで入 の

ての 理を行っており、 、寮生 び寮生の 以外

は入 で ない。各 の居住空間の入口にはドアが設け

られており、 の の居住 以外は入れないシス に 

なっている。また、1 に 理人室と 理人住居があり、

24 間 で ートしている。 
 

）事例調 「国際学生寮」（ 工業大学） 
工業大学は 1949 年に設 された 都市 に

地する 大学である。理工 大学として、「 に学 
び、 に する理工 人材の育成」を教育理 とし 

て、 に じる 共創型教育の を目 している。

して、2013年 3 に大 キ ンパスに国際学生寮を新

設している。本事例は、留学生と 出 である日

本人学生のための、 120 の学生寮であると

ともに、国際 の機能も せもつ多目的施設として計

画されている。 

国際学生寮は2 5 の居室部分を3点 の トバ 

スを えるワンルー ンシ ン型の 室タ として

ートな空間を しつつ、各 の中 部の EV

から居室に る に して、1 ロアの 32居室が共用

するシ アキ ンや ン スに した ンルー

を設け、居住 間の日 的な ーシ ンを創

する空間としている。加えて、1 部分には、学生グ

ルー が 用 能な ー ングルー や 外の 場ス 

ースに して 会など多目的な 用がで るグロー 

バル を設け、単なる居住用の学生寮ではない  

 3 事例 の 4 7  

4. 国際教養大学 5. 国際基督教大学 6. 芝浦工業大学 7. 立命館アジア太平洋大学
① こまち寮
② さくらヴィレッジ

① グローバルハウス
② 欅寮

国際学生寮 ① APハウス I
② APハウス II（シェア棟を含む）

① 2004年、② 2013年 ① 2001年、② 2010年 2013年 ① 1999年、② 2000年
大学直営 大学直営 大学直営 大学直営
秋田県秋田市 東京都三鷹市 埼玉県さいたま市 大分県別府市
キャンパス内 キャンパス内 キャンパス隣接 キャンパス隣接
① 鉄筋コンクリート造4階建
② 木造 2階建

① 鉄筋コンクリート造 4階建
② 鉄筋コンクリート造 3階建

鉄筋コンクリート造 5階建 鉄筋コンクリート造 5階建

① ルームシェア（2人）
② ユニット（3人）

① ユニット（4人）
② ルームシェア（2人）

個室（１階に研究者用家族ユニット） ① 個室
② 個室／ルームシェア（2人）

① 個室 14㎡ + 共用水回り
② 個室 8.8㎡ + 共用LDK 29.1㎡

① 個室 12㎡ + 共用
② 個室 25㎡

個室 17㎡ 個室タイプ 13㎡
ルームシェアタイプ 26㎡

① 184人、② 107人 ① 68人、② 126人 120人 ① 425人、② 個室477人＋シェア378人

N N

N N
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の場や学びの場としての をもつ施設として計画され

ている。 

また、運営 では、各 に 2 の大学院生を RAとして

し、 ントの 画 や 例の入寮 による

ロア ー ングの 施などに当たっている。本事例

では、 理運営会社が の 理 として 用した寮

夫 が タ ア人と日本人の ルであったため、日

2 国 を が出 る が構築された

とい 運にも まれ、学生課 や RAとともに運営に

当たっている。 
 
）事例調 「AP ス」（ アジア 大学） 

アジア 大学は 2000 年に設 された大分

に 地する 大学である。「 ・ ・ ー

」、「国際 理 」、「アジア の 創 」を

基本理 として、アジア 地域の 創 を 人

材の育成と新たな学 の創 を目 している。大学の寮

としては、キ ンパスに する で「A ス 」と

「A ス 」があり、学外に「A ス 」がある。 

A スは、大学設 を計画した に「留学生の日本

」、「 政」、「留学生の住居」とい 3つの課 があり、

の の 1つとして混住寮としての「A ス」が

設 された。留学生は 1年 の入寮が義 づけられてい

る。日本人学生の入寮 は多いが、入居で るのは

の 程度である。寮の留学生と日本人学生の

は留学生が 66 、日本人学生が 34 である 2013年 3

現在)。A スは と に分かれており、各 スは 3

つの からなる。 1999年、2000年に 室 用の A

ス  （425人）と A ス （477人）が建設され、2007

年に で部 を ったり したりで る住 から

なるシ ア （189×2 378 人）が建設された。各

スの 1 部分は ードや などの 施設と

のス ースなどを設けた ーシ ンス ースと

なっており、 ロア とにキ ンが設けられ、学生

の を 進する場となっている。 

A スの特徴は寮 当の が いることであ

る。現在、6 の専 の 当 が RA 当、教育 ログ

当などに分かれて教育的意義のある寮をつくりあ

げている。また、寮の運営、 ログ の 画、RAの

、RA研 などに、教 が わっている部分もある。 

 

． を し 運営 の  

に、RA の運用に を入れているとい 特 がある

「国際教 大学」、「 アジア 大学」の 2 を

取り上げて、 の運営 について する。 
 

１）国際教 大学 

国際教 大学では、 の寮を運営しているが、寮の

教育 ログ として特徴があるのは「こま 寮」であ

る。「こま 寮」は大学の理 であるグローバルな社会・

地域社会に する人材を育成するため、1年生の義  

寮として設 されている。 りなしのルー シ アで、

7 5 のス ースを 2人で共有するため、 られたス

ースでの共 生活はストレスやト ルもあるが、

にルー トとルー ント トを作ることで、ト

ルを 、 いはト ルを することがで て

いる。また、国際教 大学では、1 年間の留学が義

けられており、どのよ な環境でも で る を育成

するためにも、１年 にはルー シ アを推 している。 

2014年度の「こま 寮」の RAは 8人（寮生の 240

人）で、 に 2 （こま 寮 1 の 当）の

を受けている。RAの は書 と の 2 で、

と日本 の ーシ ン能 、 レ ン ー

シ ン能 、1年間 RA業 を で ることを 視して

いる。RAのほとんどは日本人学生であるが、学部や大学

院の留学生が 1 2人、RAとして 加することもある。 

RA 度は 2005年度から しているが、2013年度よ

り大 に ログ を し、1 から 3 にかけて RA

ー ーシ 成期間として、20 25 間のトレー

ング を行っている。 な内 は教授による「 ー

ーシ 」、 ン ーによる「 分の 、 の 

方、 」、 による「 、 急 」、 

ーススタデ として「ルー トとの 」、

学生が 際に 画を てる「活 ング、 画・運

営」などで、 的な ログ を 施している。3

の後 は 9 から 17 まで、事 学生課とともに新入

生受け入れの準 をしており、共 作業を して RA 士

の結 を めるとともに、 の準 期間としている。 

RAは ン アの  R （以下 R）

とともに、 じ ロアに住 30人の支援を行 （RA1

人 R2人）。RAの は寮生の 理、寮生 士の

進、寮生の ートなどである。学生課と RA で行

RA 会 の 加（ 1 ）、 当 ロアの学生 の ロ

ア会 （ ）、 10 以 に で見 りをするパト

ロールなどの も 。こま 寮 び学生宿舎の RA

は 1年間 20 の を運営し、 ロアや宿舎の ン
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の場や学びの場としての をもつ施設として計画され

ている。 

また、運営 では、各 に 2 の大学院生を RAとして

し、 ントの 画 や 例の入寮 による

ロア ー ングの 施などに当たっている。本事例

では、 理運営会社が の 理 として 用した寮

夫 が タ ア人と日本人の ルであったため、日

2 国 を が出 る が構築された

とい 運にも まれ、学生課 や RAとともに運営に

当たっている。 
 
）事例調 「AP ス」（ アジア 大学） 

アジア 大学は 2000 年に設 された大分

に 地する 大学である。「 ・ ・ ー

」、「国際 理 」、「アジア の 創 」を

基本理 として、アジア 地域の 創 を 人

材の育成と新たな学 の創 を目 している。大学の寮

としては、キ ンパスに する で「A ス 」と

「A ス 」があり、学外に「A ス 」がある。 

A スは、大学設 を計画した に「留学生の日本

」、「 政」、「留学生の住居」とい 3つの課 があり、

の の 1つとして混住寮としての「A ス」が

設 された。留学生は 1年 の入寮が義 づけられてい

る。日本人学生の入寮 は多いが、入居で るのは

の 程度である。寮の留学生と日本人学生の

は留学生が 66 、日本人学生が 34 である 2013年 3

現在)。A スは と に分かれており、各 スは 3

つの からなる。 1999年、2000年に 室 用の A

ス  （425人）と A ス （477人）が建設され、2007

年に で部 を ったり したりで る住 から

なるシ ア （189×2 378 人）が建設された。各

スの 1 部分は ードや などの 施設と

のス ースなどを設けた ーシ ンス ースと

なっており、 ロア とにキ ンが設けられ、学生

の を 進する場となっている。 

A スの特徴は寮 当の が いることであ

る。現在、6 の専 の 当 が RA 当、教育 ログ

当などに分かれて教育的意義のある寮をつくりあ

げている。また、寮の運営、 ログ の 画、RAの

、RA研 などに、教 が わっている部分もある。 

 

． を し 運営 の  

に、RA の運用に を入れているとい 特 がある

「国際教 大学」、「 アジア 大学」の 2 を

取り上げて、 の運営 について する。 
 

１）国際教 大学 

国際教 大学では、 の寮を運営しているが、寮の

教育 ログ として特徴があるのは「こま 寮」であ

る。「こま 寮」は大学の理 であるグローバルな社会・

地域社会に する人材を育成するため、1年生の義  

寮として設 されている。 りなしのルー シ アで、

7 5 のス ースを 2人で共有するため、 られたス

ースでの共 生活はストレスやト ルもあるが、

にルー トとルー ント トを作ることで、ト

ルを 、 いはト ルを することがで て

いる。また、国際教 大学では、1 年間の留学が義

けられており、どのよ な環境でも で る を育成

するためにも、１年 にはルー シ アを推 している。 

2014年度の「こま 寮」の RAは 8人（寮生の 240

人）で、 に 2 （こま 寮 1 の 当）の

を受けている。RAの は書 と の 2 で、

と日本 の ーシ ン能 、 レ ン ー

シ ン能 、1年間 RA業 を で ることを 視して

いる。RAのほとんどは日本人学生であるが、学部や大学

院の留学生が 1 2人、RAとして 加することもある。 

RA 度は 2005年度から しているが、2013年度よ

り大 に ログ を し、1 から 3 にかけて RA

ー ーシ 成期間として、20 25 間のトレー

ング を行っている。 な内 は教授による「 ー

ーシ 」、 ン ーによる「 分の 、 の 

方、 」、 による「 、 急 」、 

ーススタデ として「ルー トとの 」、

学生が 際に 画を てる「活 ング、 画・運

営」などで、 的な ログ を 施している。3

の後 は 9 から 17 まで、事 学生課とともに新入

生受け入れの準 をしており、共 作業を して RA 士

の結 を めるとともに、 の準 期間としている。 

RAは ン アの  R （以下 R）

とともに、 じ ロアに住 30人の支援を行 （RA1

人 R2人）。RAの は寮生の 理、寮生 士の

進、寮生の ートなどである。学生課と RA で行

RA 会 の 加（ 1 ）、 当 ロアの学生 の ロ

ア会 （ ）、 10 以 に で見 りをするパト

ロールなどの も 。こま 寮 び学生宿舎の RA

は 1年間 20 の を運営し、 ロアや宿舎の ン

トなどを 的に 画し、寮内 び学内居住 との

を 進している。 
 

） アジア 大学 

大 な寮であるため 理・運営は、A スでは教

の に、RAとよ れる学生組 の のもとで行っ

ている。A スの RAは 64人で、 1人、 2

人、 の ー ー6人を している。RAは 1つの ロ

アに 2 人 （国内生 1 人、国際生 1 人）され、 20

人の学生の ロア ジ ントを行っている。RAの

は教 の で され、 学 は 2 である。 

RAの は に ロア ジ ント（ 当 ロアの寮

生の ート、 進、 理など）と寮 の 理・

進である。寮の運営を行 ために、RAは 1

の RA会 の 加が義 けられており、 に 1 の

ロア ー ングの 、寮内で行われる ントの

画、 の分 などの を 。RA会 など

は て日本 と の 2 で行われている。RAの活

を に行 ために、RA に 1 2日の 宿を

1 間の研 があり、RAの心 、 の の 方

などを学 。寮 で 1 スターに寮生から集めた

120 （1人 1 000 1 200 ）の ント があ

り、 れを RAが運用し、様 な の ントなどを行

い、寮内の を 進している。 

 
． とめと の  

 

.1 と の 成 に て 

3章の結果から、「居室と共用部の空間構成」には

の特徴があることが明らかになった。 に、混住寮の

居住タ は、2 章でも れたとおり、 室タ 、ル

ー シ アタ 、 トタ の 3 が である

が、 年は トタ が となっており、1

トあたりの人 に があることが分かった。 ト

タ が多くなった としては、 での 室の

化などの 化から、 室タ の ー が高まっている

方で、教育的効果としては、ルー シ アの方が効果

が高いと えられており、双方の の を てい

ると えることもで る。国際教 大学の「こま 寮」

は、設 に 前の 大学日本 の寮を いだと

い にも するが、ス ースを 学生とシ アす

る を 視し、ルー シ アを推 した運用となっ

ている。 アジア 大学の A スは「A

ス 」を建てる際にシ ア を 設し、 の

により 2つの 室をルー シ アタ に い で運用 

で る住 が導入されている。国際基 教大学は、「グロ

ーバル ス」で トタ を設 したが、 の後

に建てられた 3つの寮（ 寮など）は などで

を高めたルー シ アタ に している。 的

には、 が高い 室タ のほ が学生には まれ、

共用部の少ないレ ア トのほ が 理に手間がかから

ないと われているが、人間関係構築などの教育的効果

にも して、居住 間の関わりの多いルー シ アを

あえて している事例があることが明らかになった。 
に、居住 間の関わりを す空間構成上の特徴や

工夫についてである。ま 、 ロアの 計画としては、 

中 下型で住 （ 室）を する が であるが、

には以下の特徴が められた。 大学の「ド ト

ー3」では、2つの トをつな バル ーが設 さ

れており、居住 間の関わりを 大しやすいよ に工夫

されている。 大学の「先 」では 8人の トを

集 化し 1 として させたタ を導入しており、

これは トの を高め、居住 間の関わりを

すことで関係構築を目 した と づけられる。ま

た、国際基 教大学の「 寮」では、「 ド」 れる

7 つの 室が取り よ にまとまりのある 域として

された新しいタ の集 が採用されており、

これは、居住 の人間関係構築をより 視し、「居住空間

のまとまり」や「集まる場の 関係や 作用」を

した空間構成が られた事例として づけられる。 
 

 . を し 運営 の に て 

4章の結果から、「RAなどを活用した運営上の工夫」

について、 のよ な 点や課 が明らかになった。 
年では、混住寮を単なる居住空間ではなく、大学に

おける学びの場の 1つとして づける が生まれて

いる。この観点からは、単に居住空間の提供に留まら 、

寮で られる学生の や学びの が となり、 れ

らを に効果的に創出するのかが計画・運用上の 点

となる。 って、教育寮として 理・運営するためには、

ま は寮を 当する教 が専 を高め、 の目 を

明 にして、 な教育的関 を行 ことがで る

を える がある。加えて、学びの場として機能させ

るためには、「多様な ・文化背景を つ との関係

構築の場」、「意義のある や学びが られる な

の 成の場」となることも となる。 の

ためには、居住 の人間関係構築を 進し、寮内の
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を支える空間が用意されていることに加えて、

運営上の工夫が となり、 の では学生 の

を生 出し、寮の 理・運営に 画する RAが に

な を っていると えられる。 、2 の事例を

調 したが、 の調 結果からも、RAによる運営や活

の を高めるためには、RAの 方法の工夫や、研 や

ートの が かせないと えられる。また、RAの

運営や活 が 的に で るよ にするためには、

RA 士・RAと寮生の の場や省 の場の設 、 活

のための 提供などを に行なっていく があ

る。 って、効果的な混住寮の 理・運営を行な ため

には、このよ な教育的関 のあり方について を進

める があり、より 化した計画 ・運営方法 の

構築が である。 

このよ に、寮における教育の を高めることが求め

られる 方で、大学の国際化に けた施 として 後多

くの混住寮が設 されていくことを えると、大学 の

が 大となら よ に 理・運営で る や方法

の構築も である。 の観点から えると、手間がか

から 理がしやすい寮であるとい も に

である。ただし、前 のよ に混住寮における 理・運

営は、 れ が学生の学びの につながることもあり、

「学びの を高めること」と「手間がかから 理がし

やすいこと」がトレード の構 に せ よ 、双

方を高 で するため を進める がある。こ

の点では の の寮をもつ大学における、寮の計

画・運営 での進化の 程から学べる点が多くあると

えられる。 

 

.  の  

上 の を まえると、大学における学びの場の 1

つである混住寮のあり方を えるためには、 後は「教

育・学び」と「 理・運営」の 2つの観点を視野に入れ、

これらを高い で させるための混住寮の建築計画

のあり方、RAの導入も めた 理・運営のあり方をさら

に研究していくことが である。また、 年は、 外

でも教育寮が注目を集めており、特に、2010 年度以 、

国、シン ール、 、 、 などのアジア

のト 大学では、R  （ の教育

ログ を提供する学生寮）が導入されるなど、新しい

教育環境 の 的 化の が明らかになっている。

よって、 後はこれらの 外の事例も に、混住寮の

建築計画のあり方、RAの導入も めた 理・運営のあり

方を研究するとともに、混住寮の教育効果や寮生の学び

の を ・ する方法を することが求められる。 

本研究は 2014 年度明治大学新 域創成型研究「グローバル化 の

国際学生宿舎の計画および運営に関する研究」による 成、および 2014

年度明治大学大学院生研究調 ログ 成「留学生と日本人学生の

生活場 における学び 寮生活を中心に 」を受けて行なわれた。 
 
注 1） の作成に当たって以下の文 ・ を わせて した。

ンは以下に されている を 用・加工して、 ス ー

ルとなるよ 作成したが、作 上の による を ものである。

外観 は て の による。 
大学：http: www.isc.kyushu-u.ac.jp supportcenter    

housing dormitory3 
田大学：中野国際 ・パン レ ト 
大学：見学 ， 大学国際機構支援室 学生部学生支

援課，2 1 .2. 
国際教 大学：http: web.aiu.ac.jp campuslife dormitory  
国際基 教大学：2 1 年度教 学部学生寮 内，国際基 教大学

ジング ス，2 1 .1 
工業大学: 国際学生寮・パン レ ト 
アジア 大学：JAFSA-KAIE Seminar 2 1  in Tokyo

集，JAFSA, 2 1 .12.1 
注 2） の寮を視 した大学に関しては、 ンと外観 は設 

年が新しいものを している。 

注 3）1 は 2つの トの 設 。 
注 4）7事例を するため、 3は見 2 ージの構成としている。 
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